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神奈川県三崎魚市場に水揚げされた魚類・ IX

山田和彦・工藤孝浩

Kazuhiko Yamada and Takahiro Kudo: 

Landing Fishes ofMisaki Fisheries Market, from Sagami Bay, IX 

はじめに

筆者らは，相模湾の魚類相を明らかにするために，

1984年から三崎魚市場で、の調査を継続的に行ってい

る。 前報までに498種を報告した（山田・工藤，1999)

が，その後新たに漁獲された21種と，過去の記録を

整理中に確認された未報告の3種の合計24種が追加

されたので報告する。調査開始から15年目にして500

種類を越えることとなった。週l回の調査にも関わ

らず，毎年数多く の追加記録があることに相模湾の

奥深さを感じる。

調査方法

調査は，三崎魚市場に水揚げ、される魚類のうち，

相模湾で採集されたものについて種類，採集場所，

採集方法を記録した。調査期間は， 1998年10月から

1999年9月までの問で，合計55回，lヶ月平均5回

の調査を行った。ここでいう相模湾とは，伊豆半島

石廊崎と房総半島リイ、111碕を結んだ

観音崎一富津岬以北の東京i寄を除く海域である。魚

類の採集場所を図llこ示す。初記録種および現場で

千

図1 採集地及び周辺海域の水深ー
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の同定が困難なものは，標本と して採集し，横須賀

市自然博物館魚類資料何CM-P），国立科学博物館魚

類資料（NSMT-P）と して登録した。また，標本の入

手が不可能なものは，写真で記録した。魚種名，分

類学的配列および全般的な分布記録などは中坊編

( 1993）に従った。

海況について

調査期間中の相模湾付近における海況は，概II路次

のとおりで、あった。

黒潮は， 1998年10月に遠州灘沖，l1, 12月に伊豆

諸島海域にあった冷水塊を迂回し， 概ね八丈島の南

を通過して房総半島沖合いを北上した。l月には一

時的に三宅島まで北上したものの，その後4月まで

八丈島～青ヶ島聞をほぼ東西に流れ，5～7月は三宅

島～八丈島聞を小蛇行を伴って流れた後，房総半島

に向かつて北上した。8～9月は三宅島を中心に北東

へ直進し，時折小蛇行を伴った。

相模湾周辺の水温は，咋調査年度に引き続いて

ほぼ全調査期間を通じて，黒潮系暖流の影響を受

けて平年並みから高めで推移した。特に，黒潮が接

近した8～9月の小蛇行が発生した時期には湾内に

暖水が波及し，平年より 2～3°C高い水温が記録さ

れた。

調査結果

以下に本目録に追加される各魚種の採集年月日，

採集場所および採集方法，全長 （TL)，登録番号，分

布記録等を述べる。

499. アカエソ Synodusulae （図2-1)

1999年9月15日，毘沙門定置網，TL:248mm, YCM 

P3160l 

南日本，ハワイ， インド洋に分布する。相模湾で

は佐島近海（林・伊藤，1974），熱海（瀬能ほか，1998),

田の浦湾（東ほか，1989）から記録がある。



500. アラハタ力 Myctophumαsperum (I孟12-2)

L998年10月25日， 三戸定置網，TL:75mrn, YCM 

P31602 

北海道以南の太平洋沖から世界の暖海に分布す

る。三浦半島沿岸の定置網で漁獲された記録はな

い。当日同じ網にはカタクチイワシとタチワオが

多く ，そのほかにフタスジナメハダカが漁獲され

た。

501 クサアジ Veliferhypselopterus （図2-3)

1999年9月8日， 毘沙門定置網TL:215111111, YCM-

P31603 

宮城県以南，朝鮮半島，南アフ リカに分布するc益

田ほか （1975）によると相模湾に分布すると されて

いるが，近年の確実な採集記録はない。

502. フウセンキンメ Beryxmollis （図2-5)

1999年3月4日，カド沖（三l崎港の西沖）水、深300111・

釣り，TL:237mm, YCM-P31604 

本種はl959年に小田原沖で漁獲された個体をも

とに新種記載された（Abe, 1959）。その後，相模

湾からの記録はなかったが， 三11府ではまれに治、獲

されていたようである。三｜｜崎市場では木種を「ひ

らきんめ」と呼び， ほかのキンメダイ類 （キンメ

ダイおよび「まんきん」と呼ばれるナンヨウキン

メ）と区別している。相模湾では，本種のみが釣

れる漁場があるが，キンメダイより価格が低いた

め漁獲する人がいなし、（青木氏私信）。し吋ミれにし

ても，相模湾での本種の個体数は，キンメダイに

比べかなり少ないと思われる。（その後9月に入り，

三崎港西沖からアカムツ釣りで3匹漁獲されてい

る。）

503. テンジクダツ乃losurusacus melanotus （図2-4)

1999年8月4日，三戸定置網， TL:770111111, YCM-

P3L622 

南日本以南，インド・西太平洋の熱帯から温帯海

域に分布する。相模湾では天神島（林・伊東， 1974),

米神（柴田，1970）から記録がある。本個体は，同

じ網で、t魚
ベ，偲蓋骨前部に暗青色帯がない（オキザヨリには

暗青色帯がある），眼が大きい（眼が小さし、），尾鰭

が深く湾入し赤みを帯びる（中央部が突出し暗青

色），智鰭の鰭端が黒い（無色）など、の点が異なって

いる。三崎ではオキザヨリは夏期，定置網で、普通に

漁獲されるが本種は極めて稀。

504. ク口ソイ Sebastesschlegeli （図2-6)

1999年5月30日，藤沢定置網， TL:307111111, YCM-

P31605 

日本各地から朝鮮半島，中国に分布する。 相模湾

では湾奥沿岸（木幡・亀井，1981）から記録がある。

本種は，東京湾側ではときどき見られるようである
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が，相模湾では極めて稀である。

505. ヒメコトヒキ Terapontheraps （図27) 

1999年9月19日， 三戸定置網，TL:52rnm, YCM-

P3!606 

両日本からインド・西太平洋に分布する。相模湾

では浮i旬、礁から記録があるが稀である（工藤，

1998）。本年は8月中旬より，城ケ島沿岸では多数

の流れ藻が漂着し，他の随伴魚とともに本種を採

集している。本個体もイシダイ若魚、と ともに漁獲

されており，流れ藻に伴って定置網に入網したと

思われる。

506. マルヒラアジ Callangoidescαe1 uleopinnαtus 

（図2-8)

1998年12月6日，佐島定置網， TL:124111111, YCM-

P31607 

南日本以南，イ ンド・西太平洋の温暖海域に分布

する。相模湾からは初記録で，本種の北限となる。

本個体は，発見時すでに内臓を抜かれてしまって

いた。

507. ヒメシマガツオBramadussumieri （図2-9)

1999主三2月14日，毘沙門定置網，TL:274mm, YCM 

P3L608 

相模湾から世界の温暖海域に分布する。シマガツ

オ属魚類の査定には体各部の比率が用いられている

が，成長にともなって変化するため比較は困難で、あ

る。本個体は，鯉杷数が15でシマガツオより少なく，

側線鱗数が57でシマガツオより少なく，オナガシマ

ガツオやマルパラシマガツオより多いことで本種と

した。

508. フエダイ Lutjanusstellatus 

1998年10月20日，毘沙門定置網， TL:約600mm

南日本以南，南シナ海に分布する。相模湾では三

浦半島南西部（工藤・阿部， 1991），田の浦（東ほか，

1989）から幼魚、の記録があるが，成魚はきわめて稀。

残念ながら本個体は標本採集ができず，不鮮明な写

真しかない。

509. オオヒメ Pristipomoides戸lamentosus（図212) 

1999年9月23日，藤沢定置網， TL:・145mm,YCM 

P31609 

南日本以南，インド ・中部太平洋に分布する。相

模湾からは初記録。通常水深IOOm以深に生息すると

されるが，若魚は比較的浅い海域に生息するものと

考えられる。

510.ヒメタカサゴ Dipterygonotusbalteatus 

（図2-I I) 

1997年11月12日，三戸定置網，TL:67mm, YCM 

P316l0 

インド・西太平洋の温暖海域に広く分布するが，

Yoshinoetal. (1999）により本邦から初めて記録さ



れ和名が与えられた。体形，色彩などハチビキ類の

小型のものに似ているが，体側に明るいー縦帯があ

るので識別できる。相模湾初記録であり，本種の北

限を大l隔に更新した。1997年に採集していたが，そ

の当時日本からの報告がなく，査定に時間がかかっ

たため今回収録した。

511 ニセタカサゴ Pterocaesiomarri （図2-10)

1999年9月26日，毘沙門定置網，TL:182111111, YCM-

P31611 

高知県以南，インド・西太平洋に分布する。タカ

サゴに似るが，体側12番目の縦帯がほぼ測線に沿っ

ていることで区別される。相模湾からは初記録であ

り，本種の北隈となる。

512. オオニベNibeajaponica（図2-13)

1999年8月8日， 藤沢定置網， TL:760111111, YCM-

P31623 

南日本以南，東シナ権，黄海に分布する。相模湾

からは初記録。市場関係者によると，最近，長井や

城ケ島でも、漁獲されたとのことである。

513. テングチョウチョウウオ Chaetodonselene 

（図214) 

1999年9月8日，毘沙門定置網TL:1051111η，YCM-

P31612 

相模湾以南，フィリピン，インドネシアに分布す

る。相模湾では海洋公園から幼魚、の記録があるが

（益田ほか， 1975）極めて稀で，成魚は初記録と思わ

れる。

514. オキゴンベ Cirrhitichthysαureus（図31) 

1999年9月8日，毘沙門定置網TL:64111111, YCM 

P31613 

相模湾以南，中国，インドに分布する。相模湾で

は西湘定置網（林 ・西山， 1980），熱海（瀬能ほか，

1998）から記録がある。沿岸の岩礁に生息するため

定置網に入網することは稀。

515. ヒラ二ザAcanthurusmata （図3-2)

1998年12月20日，毘沙門定置網，TL:84111111, YCM-

P31614 

南日本以南，イン卜、・西太平洋の温暖海域に分布

する。相模湾からは初記録。本個体のほかにl個体

が，1週間後に同じ網で漁獲された。

516. カマスの一種Sphyraenasp. （因子3)

1999年8月8日，毘沙門定置網，TL:246111111, YCM-

P31615 

本種は鱗が大きくアカカマスに似ているが，体色

はやや暗く，腎鰭は無色で鱗がはげやすい。8月上

旬にアカカマスに混ざってかなり漁獲されたが，そ

の後確認していなし＼。未記載種と思われ現在研究中

である。
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517. コシナガ Thunnustonggol （図3-4)

1999年9月5日，三戸定置網，TL:545111111, YCM 

P31624 

南日本南，インド・西太平洋の外洋表層に分布す

る。相模湾からは初記録。クロマグロに似るが，胸

骨、蓄が長いことで区別できる。当日， 同じ大きさの個

体が3匹i魚、獲された。相模j寄付近では，8月上旬から
黒潮が沿岸に接近し，海面水温が27°Cを上回る状況

が続いていた。

518. ミナミメダイ Ariommabrevimanus （因子5)

1999年9月23日，諸磯定置網，TL:l 57111111, YCM-

P316l6 

四匡｜， 九州以南，ハワイ諸島，紅海に分布する。相

模湾からは初記録であり，本種の北限となる。 直進

傾向にあった黒潮が，9月20日ころより八丈島付近

で大きく蛇行し，それに伴い相模湾内に暖水が波及

したためと考えられる。

519. テンジクガレイ Pseudorhombusarsius （図3-6)

1999年7月18日，三崎港東日中央付近・水深20111.

束U正司，TL:210111111, YCM P3l617 

愛知県以南，インド・西太平洋の温暖海域に分布

する。ヒラメ，ガンゾウビラメ，マコガレイ， クロ

ウシノシタなどとともに神、獲された。同時に採集さ

れたガンゾウビラメに比べ，体がやや丸みを帯び，

体色は暗く小黒点が散在する。相模湾からは初記録

で，本種の北限となる。

520.ヘラガンゾウビラメ Pseudorhombusoculocirris 

（区13-7)

1984年9月25日，三崎沿岸刺網，TL:約200111111

高知県，大分県に分布する。有眼側に小黒点が

散在するほか，頭部背縁がくぼまないことで他の

ガンゾウビラメと区別できる。相模湾初記録で，木

種の北限となるが，標本はなく写真記録のみであ

る。

521 ホシダルマガレイ Bothusmyriaster （図3-8)

1987年，藤沢定置網，TL:l 15mm 

南日本以南のイン ド・西太平洋に分布する。体が

丸く， 無眼側に多くの暗色持がある。木個体は，以

前に採集していたが，コウベダルマガレイに混ざっ

ていた。相模湾からは初記録。

522. アラレフゲAmthroncaeruleopunctatus （図3-9)

1999年8月8日，毘沙門定置網，TL:630mm, YCM 

P31625 

銚子以南，インド ・西太平洋に分布する

(Matsuura, 1994）。通常熱帯海域のサンゴ礁に生息

し，銚子で採集された個体は黒潮に運ばれたものと

考えられる（Matsuura,1994）。 相模湾からは初記録

で，本個体も黒潮の影響を受けているものと思われ

る。



補足

008.ハナザメ Carcharhinusbrebipinna （因子15)

1999年7月8日， 藤沢定置網，TL:2700mm 

本種は以前に報告したが（1_L1田，1990）， 標本も写

真も得られていなかった。本個体は雌で腹部が膨満

していたが， 妊娠のためか餌の飽食のためかは確認

できなかった。なお前回報告したものは三崎沖で釣

獲されたものである。

039. ゴテンアナゴつ Anagoαnago?（図 3-10)

1999年7月8日，藤沢定置網，TL:I 65mm, YCM-

P31619 

本個体は，レプトケパルスであるが体がやや厚み

があり，変態直前と思われる。頭部が丸い，大きな

歯がない，体が大きいなどからゴテンアナゴのレプ

トケパルスと思われる（沖山， 1988）。

053.スナエソ Synodususcu~ （因子lI) 

1999年9月12日，毘沙門定置網， TL:223mm, YCM-

P31620 

本種は以前に報告したが（山田， 1990），不鮮明な

写真しか得られていなかったので標本をもとに補足

した。本種の相模湾での分布記録はこれまでのとこ

ろ毘沙門だけである。

410. アカヒメジ Mulloidichthysvanicolensis 

（図3-12)

1998年12月8日，毘沙門定置網， TL:165mm, YCM-

P31618 

本種は以前に報告したが（1_L1田・工藤，1993），標

本も写真も得られていなかったので標本をもとに補

足した。本種の相模湾で、の分布記録は三崎に水揚げ

されたものだけである。

493. ミゾレチョウチョウウオ Chaetodonkleinii 

（図3-13)

1999年9月8日，毘沙門定置網，TL:44mm, YCM-

P31621 

山田・工藤 （1999）がミゾレチョウチョウウオとし

て報告した個体は，本種の特徴的な体色がまだ現れ

ていないものだ、ったが，今回採集されたものは体色

が明らかであるので記録した。

497. ウマヅラハギ属の一種 Thamnaconussp. 

（図314) 

1999年7月8日， 三浦市海外（かいと）沖，水深

20m, 束lj忠臣J,TL:約 l60mm, NSMT-P58582 

本個体は，体形などがウマヅラハギに極めて類似

するが，生時体側に暗色の斑紋があり，眼から前方

に青い線があり，尾鰭に暗色帯があることで区別で

きる。 しかし，体側の斑紋は死後急速に失われるた

め，定置網などで大漁のウマヅラハギが漁獲された

場合，識別は困難と恩われる。本個体は，体側の斑

紋から昨年採集されたウマヅラハギ属の未記載種
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（山田 ・工藤，1999）と同種と思われる。

おわりに

木報告を作成するに当たり ，標本登録の便をは

かつてくださ り，種々 ご教示いただいた横須賀市自

然陣物館の林公義氏，神奈川県立生命の星・地球博

物館の瀬能宏陣士3国立科学博物館の松浦啓一｜専士，

花11崎勝司氏，資料収集にご協力いただいた丸夕丸，共

栄丸，丸共丸，諸磯丸，丸吉丸， 青木丸，三崎沿岸

漁業協同組合ほかの方々に深く感謝する。
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図2.I アカエソ Synodusulae , 2 アラハダカ Myctophumasperum; 3 クサアジ Velije1hypselopterns ; 4：テンジクダ

ツTylosurusacus melanotισ，5：フウセンキンメ Beryxmollis, 6 クロソイ Sebastesschlegeli , 7 .ヒメコトヒキ Terapon

theraps ; 8 .マルヒラアジ Callan.goidescaerule叩 innatus, 9 ヒメシマガツオBramadussumieri , I O：ニセタカサゴ

Pterocaesio m.arri, 11 ：ヒメタカサゴDipte1ygonotusbalteatus; 12：オオヒメ Pristipomoidesβlcunentosus; 13 オオニベ

Ni針。japonica; 14 テングチョウチョウウオChaetodonselene. 

図3 I オキゴ、ンベCinhitichthys au re us ; 2：ヒラニザAcanthurusmata , 3 ：カマスの一種Sphyraenasp. , 4 コシナガ

Thu.nnus tonggol , 5 ミナミメ夕マイAriommαbreνimanu.s,6 テンジクガ、レイPseuιi01’hombusαrsius,7：へラガンゾウ

ビラメ Pseudorhombusoculoc’川； 8：ホシタ、 レマガレイ Both.usmyriaster , 9 .アラレフグArothroncaeruleopunctatus ; 

10 ゴテンアナゴ？ An.ago anago ? ; l l：スナエソ SsynodusβlSCUS , J 2 アカヒメジMulloidich.th.ysvanicolensis , 13 : 

ミゾ、レチヨ ウチヨウウオChaetodonkleinii , 14. ウマヅ、ラハキ．属の一種 Than αCOi附 sp., 15.ハナザ、メ CαF℃charhinus 

brebipinn.α． 
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